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趣旨及び概要 労働経済学では社会的生産性向上の要因として非認知能力育成の重要性が指摘され

ている．我が国の教育では認知能力と非認知能力をバランスよく育成することが意図

されているものの，評価については認知能力偏重の現状にあると言わざるを得ない．

この学力観を変革するため，教育の内容・領域で育成される非認知能力に対する教師

による評価のエビデンスベースな解明が求められている．そこで，本研究は，数学教

育の内容・領域に固有な非認知能力に対する教師によるに評価について，特に算数科

及びその領域に焦点を当てる． 

今回は，次のリサーチクエッションに答える． 

●算数科に固有な非認知能力に関する教師による評価について，なぜ/どのように考察

するのか． 

●算数科の領域「数と計算」で育成される非認知能力の評価には，どのような特徴が

あるか． 

●算数科の領域「図形」で育成される非認知能力の評価には，どのような特徴がある

か． 

●算数科の領域「関数」で育成される非認知能力の評価には，どのような特徴がある

か． 

算数科の領域「データの活用」で育成される非認知能力の評価には，どのような特徴

があるか． 

 


